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我
が
国
は
超
高
齢
社
会
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
入
院
患
者

に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。
王
子
総
合
病

院
（
以
下
、
当
院
）
に
お
い
て
も
、
２
０
２
３
年
の
入
院
患

者
の
う
ち
60
歳
以
上
の
割
合
は
約
80
％
を
占
め
、
80
歳
以
上

の
患
者
も
25
・
６
％
で
、
２
０
２
２
年
と
比
べ
る
と
３
％
増

加
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
際
的
な
病
院
機
能
評
価
で
あ

る
Ｊ
Ｃ
Ｉ
（ Joint Com

m
ission International

）
に
お

い
て
、
特
に
重
要
項
目
と
し
て
国
際
患
者
安
全
目
標

（International patient safety goals

）
が
定
め
ら
れ
、

６
番
目
に
「
転
倒
・
転
落
に
よ
る
患
者
の
負
傷
の
リ
ス
ク
の

低
減
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
４
月
に

開
催
さ
れ
た
第
３
回
閣
僚
級
世
界
患
者
安
全
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

「
医
療
及
び
社
会
的
介
護
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
高
齢

者
特
有
の
有
害
事
象
に
対
す
る
脆
弱
性
を
鑑
み
、
患
者
安
全

を
保
障
す
る
高
齢
化
社
会
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を

認
識
す
る
」
と
、『
患
者
安
全
に
関
す
る
東
京
宣
言
』
の
中

で
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

転
倒
・
転
落
は
、
医
療
現
場
の
有
害
事
象
の
中
で
も
件
数

が
多
く
、
新
た
な
検
査
や
治
療
、
処
置
が
必
要
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
入
院
期
間
の
延
長
や
医
療
費
の
増
加
、
医
療
訴
訟

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
転
倒
・
転
落
の
予

防
・
防
止
は
、
医
療
機
関
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

医
療
現
場
で
は
、
主
に
看
護
師
が
転
倒
・
転
落
ア
セ
ス
メ
ン

ト
ツ
ー
ル
に
よ
り
転
倒
・
転
落
の
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
そ
れ

に
応
じ
た
看
護
計
画
や
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

当
院
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
転
倒
・
転
落
は
患
者
側
の

要
因
や
環
境
問
題
な
ど
複
数
の
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

い
る
た
め
、
決
定
的
な
対
応
・
予
防
策
は
な
く
、
転
倒
・
転

落
の
防
止
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

ま
た
転
倒
・
転
落
は
、
他
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
項
目
と
違
い
、

検
査
や
処
置
中
・
車
い
す
移
動
時
な
ど
に
発
生
す
る
看
護
師

や
医
療
者
が
介
入
中
の
『
介
入
中
の
転
倒
・
転
落
』
と
、
患

者
が
自
発
的
に
行
動
し
て
い
る
最
中
に
発
生
す
る
看
護
師
や

医
療
者
が
『
介
入
し
て
い
な
い
転
倒
・
転
落
』
と
い
う
２
タ

要
旨
：
患
者
の
転
倒
・
転
落
は
、
医
療
機
関
に
と
っ
て
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
分
析
支

援
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
、
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
現
状

把
握
と
予
防
に
役
立
て
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
る
。

Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
転
倒
・
転
落
デ
ー
タ
の

可
視
化
と
現
状
把
握
の
有
効
性

そ
れ
に
よ
り
見
え
て
き
た
課
題

イ
プ
の
特
徴
が
あ
る
。
前
者
は
手
順
や
介
助
マ
ニ
ュ
ア
ル
な

ど
の
見
直
し
で
対
策
を
検
討
で
き
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

患
者
の
意
識
状
態
や
認
知
機
能
、
投
薬
内
容
や
生
理
的
行
動

の
排
泄
行
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
対
策
は
困
難
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
転
倒
・
転
落

の
予
防
・
防
止
は
看
護
師
だ
け
で
対
策
を
講
じ
る
に
は
限
界

が
あ
り
、
看
護
師
の
他
に
理
学
療
法
士
（
以
下
、
Ｐ
Ｔ
）
や

作
業
療
法
士
（
以
下
、
Ｏ
Ｔ
）、
薬
剤
師
な
ど
を
交
え
た
多

職
種
か
ら
な
る
チ
ー
ム
で
、
あ
る
い
は
患
者
・
家
族
と
の
協

力
に
よ
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
も
増
え
て

き
て
い
る
。

　

当
院
も
看
護
部
内
の
委
員
会
と
し
て
、
２
０
０
１
年
か
ら

イ
ン
シ
デ
ン
ト
ク
リ
ア
委
員
会
が
活
動
を
開
始
し
、
そ
の
後
、

病
院
組
織
と
し
て
医
療
安
全
対
策
委
員
会
へ
と
発
展
し
た
。

２
０
１
８
年
に
は
院
長
主
導
の
も
と
、
医
療
安
全
担
当
の
看

護
師
が
中
心
と
な
り
、
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
、
薬
剤
師
、
診
療
情
報

管
理
士
が
加
わ
っ
た
転
倒
・
転
落
対
策
チ
ー
ム
が
活
動
を
開

始
し
て
い
る
。
私
は
、
病
棟
主
任
時
代
に
イ
ン
シ
デ
ン
ト
ク

リ
ア
委
員
と
し
て
参
加
し
、
職
種
が
変
わ
り
診
療
情
報
管
理

士
と
し
て
転
倒
・
転
落
対
策
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
か
ら
参
加

し
て
い
る
。

は
じ
め
に

図1　2016年にインシデント報告分析支援システムを導入

図2　インシデントレポートの入力項目全てをExcelデータとして抽出が可能
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２
０
０
１
年
に
イ
ン
シ
デ
ン
ト
ク
リ
ア
委
員
会
が
活
動
を

開
始
し
た
当
時
は
、
電
子
カ
ル
テ
の
み
な
ら
ず
オ
ー
ダ
リ
ン

グ
も
導
入
し
て
お
ら
ず
、
全
て
が
伝
票
と
紙
運
用
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
各
病
棟
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
ク
リ
ア
委
員
が
紙
ベ

ー
ス
で
提
出
さ
れ
た
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
を
１
枚
１
枚

読
み
込
ん
で
分
類
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
手
入
力
で
記
録
し
て

Excel

で
集
計
を
行
っ
て
い
た
。
結
果
、
委
員
会
で
の
報
告

は
項
目
別
や
部
署
ご
と
の
件
数
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
２
０

１
３
年
に
電
子
カ
ル
テ
が
導
入
さ
れ
、
２
０
１
６
年
２
月
に

イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
分
析
支
援
シ
ス
テ
ム
「ePow

er/
CLIP

」（
以
下
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
）
が
導
入
さ
れ
た
（
図
１
）。

　

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
は
、CLIP-Report

（
ク
リ
ッ
プ
リ
ポ
ー
ト
：

イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、CLIP-

A
nalysis

（
ク
リ
ッ
プ
ア
ナ
リ
シ
ス
：
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ

ー
ト
集
約
・
統
計
分
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、CLIP-Flow

（
ク

リ
ッ
プ
フ
ロ
ー
：
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
詳
細
分
析
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
と
い
う
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

当
院
で
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
連
携

さ
せ
て
運
用
す
る
こ
と
で
、
電
子
カ
ル
テ
上
の
ボ
タ
ン
よ
り

起
動
で
き
る
た
め
別
の
シ
ス
テ
ム
を
起
動
す
る
必
要
が
な
く
、

作
成
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
導
入
後
も
危
険
度
別
件
数
や
部
署
別
件

数
の
集
計
以
外
に
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
に
蓄
積
し
て
い
る
各
項
目
デ
ー

タ
を
う
ま
く
活
用
で
き
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
２
０

１
８
年
に
転
倒
・
転
落
対
策
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
に
参
加
し

た
時
点
で
そ
の
対
策
や
予
防
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
Ｃ
Ｌ
Ｉ

Ｐ
の
デ
ー
タ
活
用
法
を
検
討
し
、
複
数
項
目
を
同
時
に
表
示

で
き
るBusiness Intelligent T

ool（
以
下
、Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
）

が
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
と
は
、
蓄
積
し
た
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収
集
・

分
析
・
可
視
化
し
て
経
営
や
業
務
に
活
用
す
る
た
め
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
や
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
可
視
化
に
よ
り
経

営
戦
略
の
問
題
点
を
抽
出
し
た
り
、
現
状
把
握
が
し
や
す
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
医
療
界
に
お
い
て
も
、T

ableau

やM
icrosoft Pow

erBI

、Q
lik Sense

の
活
用
が
少
し
ず

つ
浸
透
し
て
き
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

　

私
は
、
２
０
１
４
年
に
北
海
道
診
療
情
報
管
理
研
究
会
主

催
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
分
析
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
際
に
Ｂ
Ｉ

ツ
ー
ル
と
出
会
っ
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
『
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ

分
析
環
境
構
築
実
習
』
と
題
し
た
内
容
で
あ
り
、
機
能
制
限

が
あ
る
も
の
の
無
料
で
利
用
で
き
る
ク
リ
ッ
ク
テ
ッ
ク
・
ジ

ャ
パ
ン
社
の
「Q

lik view
 Personal Edition

」（
以
下
、

Ｑ
Ｖ
）
を
用
い
て
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
分
析
環
境
の
構
築
と
実

践
を
学
ん
だ
。

医
療
安
全
活
動
と

イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
の
変
遷

Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
で
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
デ
ー
タ
を
活
用




